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地域における福祉の推進

小規模事業所に対する支援～介護福祉士国家試験
受験対策講座～
介護福祉士受験対策講座を開催し、当法人職員のスキルアップを図るとともに、「地域人材の育成」を目的に近隣の小規模事業所へも受
講を募った。

京都府 社会福祉法人 南山城学園 〒610-0111　京都府城陽市富野狼谷２番地１
TEL：0774-54-7210　FAX：0774-54-2117

❖法人設立年

　　昭和40年

❖法人実施事業

①経営施設数合計：８施設（入所）
② 経営施設・事業【種別毎の数】
　 障害者支援施設…７、介護老人保健施設…１、
デイサービスセンター…４（知的・身体・高齢）、
診療所…２　他

❖法人の理念・経営方針

・利用者様の尊厳を守り、幸福を追求する。
・地域のニーズにパイオニア精神で取り組み、「共
生・共助」の地域づくりに貢献する。
・いつでも誰もが安心して利用できる福祉サービ
スを創造する。

❖取り組みの定款・事業計画上の位置づけ

①定款記載の有無：記載していない
②事業報告・計画への記載：記載している

❖取り組みを実施している施設の概要

【施設名】
　法人主催
【施設種別及び利用定員】

❖活動内容

◇活動開始年：平成22年９月
◇ 活動の対象者：
　京都府南部地域の小規模事業所職員
　（主に障害、高齢）
◇ 活動の頻度・時間：
　９月～12月、月２回、計９回
　１回当たり２時間30分程度

□活動実施の背景、実施にいたった理由
　当法人では職員のスキルアップの一環として資格取得を推
進しており、その支援対策として平成21年度より一般社団法
人京都府介護福祉士会様の協力を得て、法人職員向けに介護
福祉士受験対策講座を開催した。35名の職員が受講し、７月
より計８回の講義と模擬試験を経て、翌年の国家試験に臨
み、13名の合格者を出す結果となった。
　その成果と、社会福祉法人としての役割を鑑み、平成22年
度より同講座の受講について近隣の小規模事業所へも募集を
かけ、「地域人材の育成」を目指すこととした。

□実施内容
　「地域人材の育成」を目的に、近隣の小規模事業所（主に
障害、高齢、計31事業所）に同講座開催の案内を送り、受講
者を募った。結果３事業所、計４名より応募を頂き、当法人
職員10名とともに受講して頂く運びとなった。京都府介護福
祉士様に講師の依頼をし、９月より計８回の講義と模擬試験
を開催した。講義では、教科ごとにポイントを絞り、過去問
題を取り入れながら出題傾向とその対策に重点を置く内容と
した。

□活動効果（利用者や職員、地域などの反応、影響）
　当法人職員を含め、本講座を受講することで、計画的かつ
効果的に、また意識を高く持ち試験に臨むことができたと考
えている。結果は、受講者14名中、３名の合格者を出し、う
ち２名は近隣事業所の職員であった。また、合否に関わら
ず、近隣事業所より開催に対して好意的な反応が多く、次年
度以降の継続開催を望む声もあった。
　「地域人材の育成」が主たる目的ではあるが、同講座開催
により、近隣事業所との新たな接点が生まれ、これまで築い
てきた関係性をより向上することが出来たのではないかと感
じた。
　また、現在、京都府の企画のもと進められている「きょう
と介護・福祉ジョブネット」にて実施されている介護福祉資

取り組み内容のポイント
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格取得支援講座の開催においても、当法人の取り
組みを基に企画されたものとなっており、京都府
全域で講座が開催されている。

□今後の展開
　当法人職員のスキルアップと地域人材の育成を
目的に次年度以降も開催する予定である。
　今後はより多くの合格者を出せるよう講義の質
を上げるとともに、近隣事業所へも引続き募集を
行い、地域人材の育成と関係性の向上に努めてい
きたい。本講座の開催は、「地域人材の育成」だ
けでなく、「地域における福祉ネットワークの向
上」においても効果的な取り組みであると考えて
いる。

□ 主な経費や財源及び人員等
※年間あたり

主な経費 経費概算額 主な財源 財源概算額
講師派遣料等 222,224円 法人負担額 292,224円
模擬試験受講料 70,000円
＜合計＞ 292,224円 ＜合計＞ 292.224円

・取り組みに係わった職員数　約５名
　（職種等：施設長、事務員等）

近隣事業所宛開催案内と講座予定表


